
2012年度からの保険料引き上げ等に関する 

陳情書 

1、2012 年度及び 2013 年度の保険料を引

き上げしないこと 

2、国と道に対し、保険料を引き上げしな

いように財政支援を求めること 
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２名の反対意見、賛成意見ない中「保険料値上げ決まる！」

会からの陳情書は「不採択」 北海道後期高齢者医療広域連合議会 
      

北海道後期高齢者医療広域連合は2月23日に

議会を開催し、来年度からの保険料について議

論しました。参加者は 28名中 21名でした。 

事務局から、「一人当たり 66,589 円に値上げ

する保険料率」などの条例改正や予算など議案

の説明がありました。 

会が陳情した「2012年度からの保険料引き上

げ等に関する陳情書」について甲斐基男さんか

ら趣旨説明がありました。 

その後、二人の議員（富岡隆苫小牧市議、中橋智子幕別町議、いずれも共産党公認）から質疑がありました。 

◆道の財政安定化基金の全額（103 億円）を取り崩すと、一人当の保険料値上げは 1009 円抑制できるこ

とが明らかになりました（案は、基金取崩は 82 億円で一人当たり 1609 円の値上げとなります） 

◆他県（調査できた 31 県）は、「値下げ」が 2 県、「据置」が 2 県あること、保険料の比較では、一人当

で 8 位、均等割は 7 位、所得割は 1 位であることがわかりました。 

◆「差押件数が増えている。連合も高齢者の実態や差押えの実態を把握すべき」との質問に、「市町村が適

切に行っている」との回答に留まりました。 

◆「住民説明会は保険料率決定前に行うべきだが、開催回数を増やすべき」との質問に、現在 26 市町村に

留まっていることもわかりました。 

議案についての討論では、上記の二人の議員から、保険料等の反対する意見、陳情書に賛成する意見などが

述べられました。採決では、保険料値上げなどの議案に対して、起立多数で可決しました（反対 2）。また、

陳情については、可決した内容に反する内容であるとし、「不採択」となりました。 
 

「人生の先輩の生活実態を想像して」甲斐さんが陳情趣旨説明 
会として、陳情書を提出しました。議会では甲斐基男さん（北海道社保協副会長）が陳

情書の趣旨を説明しました。 

「北海道の保険料は全国でも最高クラ

スです。低所得者が多く、生活してい

くのが大変です。滞納者は 2011年度分

で 7,738 人もいます。介護保険料の値

上げ、年金の引き下げ、その上に保険

料が値上げされると、『生きていけない事態』も生まれかね

ません。（被保険者は）人生の先輩であり、北海道の発展を支えてきた先輩たちの生活実態や思いを想像して

ほしい」と値上げをしないように訴えました。 

（道内 24市町村議会が「値上げを行わないことを求める意見書」を提出） 
 

住民説明会を参加し、保険料や制度について質問、意見を集中しましょう！  
開催予定していない市町村では開催の要望を   

 

参加しましょう！3.3「ＳＴＯＰ！消費税増税 増やせ社会保障」パレード 
  集合  ３月３日（土）午後 1時 30分 自治労会館大ホール 

  ミニ集会 1分メッセージ （各分野から） パレード 2時 30分～   大通公園へ 

  

◆後期高齢者医療制度は廃止して「高齢者が経済的に心配なく、必要な医療を受けられる制度」に抜本 

的に改善させましょう。「社会保障・税一体改革」の「見直し案」では、解決しません。 


